
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

神奈中情報通信 

バス事業者、旅客・貨物輸送事業者が求めるシステムの構築から運用までをサポート！㈱神奈中情報システム 

第１４３号 （令和７年８月） 

㈱神奈中情報システム TEL：0463-22-8804 FAX：0463-22-8815 

■■この「神奈中情報通信」は、私たちと何かのご縁があったかたにのみ、差し上げている通信誌です。■■ 

 

◆１８年前から細く長く続くご縁◆ 

こんにちは！お世話になっております。神奈中情報システムの 

米山です。今回は私が担当です。よろしくお願いいたします。 

さて、先日、ある方から突然、ショートメールが来ました。「米山 

さん、６月の代理店会来られますか？」と。 

ある方というのは、長崎で特殊車両の整備や自動車電装品のトータルサポートを

されている長崎車輌精機の中川社長。代理店会というのは、某ドラレコ内蔵型デジ

タコメーカーの販売代理店の会で、年２回の集まりがあります。 

弊社がその代理店会に入ったのが約２０年前。そして、たしか１８年前に長崎車

輌精機の中川社長と出会いました。中川社長は当時、専務という役職でしたが、お

じいさんの代から続く会社の現在は３代目の社長になっています。 

中川社長は私の一回りぐらい下の若い方。弊社と長崎車輌精機との間に利害関

係は何もなく、年２回の代理店会で顔を合わせるだけの仲です。 

それでも、相性が良かったのか、代理店会のあとの懇親会でもいつも近い席に座

り、私も若い４０代の頃はお互い熱く意見を交わしていました。 

そんな中川社長から「６月の代理店会来られますか？」とショートメールが来て、

ただ、６月の代理店会がある時間帯は別の予定が入っていましたので、「時間的に

都合が難しいから、夜の部の懇親会には間に合うように行きますよ」と軽く返信を

し、そして、当日を迎えました。 

懇親会の会場に向かうと、久しぶりに会う中川さんが、とっても嬉しそうな顔で挨 

拶をしてきたので、何か良いことでもあったのかな？と思って話を

聞いてみたところ、実は、長崎の某大手バス事業者さんとの商談

がまとまったとのこと。それこそ、数年にわたって足繁く通って営

業をし、やっとドラレコ内蔵型デジタコを導入 （２枚目へ→） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【発行元】  

バス事業者、旅客・貨物輸送事業者が求めるシステムの構築から運用までをサポート！ 

株式会社神奈中情報システム  

〒２５４－００３４ 神奈川県平塚市宝町３番１号 

平塚 MNビル１１階 

TEL：０４６３－２２－８８０４ FAX：０４６３－２２－８８１５ 

発行責任者：神奈中情報システム  

■この通信がご不要の方は１枚目にお名前ご記載の上、ＦＡＸしてくださいますようよろしくお願いいたします■ 

大森 米山 

（続き→） していただけることになり、その成約ができたことを私に一番に報告した

かったとのことでした。 

そんな話を聞いて、私は自分のことのように嬉しく感じました。 

懇親会の中でもいろんなことを話し合い、商談は実ったけれど導入はこれからと

のこと。中川社長がこれからそのバス事業者に導入するにあたって、取り組むべき

事はいろいろあると考え、そこで私は何かプラスになることがあればと思い、中川社

長に提案しました。 

「もし、平塚に来ることができるなら、平塚近隣の（神奈中バスの）営業所に行っ

て現場の人に話を聞くこともできるし、いろいろ勉強になることもあると思うけどどう

かな？」と。すると、中川社長は「ぜひ！」と即答され、その後、日程調整のやり取り

があって、７月１７日（木）に長崎から中川社長が来られることになりました。 

羽田空港から平塚営業所まで直行で来る空港線のバスがあります。そのバスに

もドラレコ内蔵型のデジタコが搭載されており、それに乗って来たら乗り換えなしで

来られるし、カメラの位置とかも確認できるよと伝え、中川社長は実際にそのバスで

来られました。 

私も時間に合わせて平塚営業所へ行き、中川社長と合流。せっかくだからと営業

所の所長にも声をかけ、３０分ほどレクチャーをしてもらいました。 

また、実際に車種の違う２台のバスが並んでいるところで、取り付けられているカ

メラの位置、高さなどが違うことを見ながら、いろいろ説明しました。他にも、現場で

働く運転手さんたちからもお話を聞かせてもらい、中川社長にも「いろいろ聞かせて

もらえて勉強になりました！」と、とても喜んでもらうことができました。 

その後、一緒に食事をし、翌朝、中川社長は再び長崎に帰られました。 

１８年前から細く長く続いているこのご縁。利害関係は何もないのですが、このい

い関係性は続けていきたいなと思う次第です。 


